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9月に入っても暑い日がありますが、それでも、夏から秋へ季節

の変わり目をむかえ、朝や夕は涼しくなる日が増えてきました。 

「衣替え」はもう少し先になりますが、服装や持ち物などを、その日、そ

の時の天気や気温、室温に合わせてこまめに切り替えながら体調を崩さ

ないように過ごしましょう。例えば、朝、学校へ登校する前に、「暑くて汗を

かきそうだから、着替えやタオルを持とう」「夕方は涼しくなるみたいだか

ら、長そでを持とう」など、天気予報を確認したり、お家の人と相談したり

して、上手に体温調節をする準備をしましょう。 

 

 

 

 

 

けがで保健室を利用した人の記録を確認すると、学校内のいろいろなところでけがが起

こっています。けがを減らすために、どこでけがが起こりやすいのかを知り、予防することが

大切です。本校で目立つのは、校庭や農園などでの、体育や実習中のけがです。他にも教

室からの出入り口や階段などでのけがも起こっています。こうした場所でのけがは、一人ひ

とりが、「走るとあぶないところだな」「向こうからだれかきてぶつかってしまうかも…」と、少

し気をつければ減らすことができますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けがをしてしまったとき、すぐに処置ができないときの、手当

のしかたを知っていますか？保健室や救急箱がある場所、病院へ行くまでに、まずして

おいて欲しいことがあります。ぜひ覚えておいてください。 


